
令和元年度 公益財団法人岡山県愛染会

事 業 報 告

Ⅰ【基本方針】

（公財）岡山県愛染会は、母子寡婦家庭等の者に対して、安定した生活を送

ることができるよう、清掃事業の実施や職業紹介等、雇用機会の確保等をは

じめ生活や就業等に関する相談事業を行う。

Ⅱ【重点事業】

上記基本方針を踏まえ、令和元年度は、母子寡婦家庭の生活支援等を目的

とした次の事業を実施した。

１ 母子寡婦家庭の雇用促進及び雇用機会の確保事業

他の世帯に比べて、必ずしも経済的に恵まれず、就業経験や技能資格が

少なく、また自らも就業に不安を持つ母子や寡婦家庭の者に対して、雇用

を促進し経済的な安定による自立を支援するため、愛染会自らが雇用の確

保事業として、県庁舎及び県関係出先庁舎など６０施設を対象とした「清

掃事業」を実施した。

、 、令和元年度中に常用従業員として１２名を採用し 本年３月３１日現在

その内８名が勤務しており、内３名が母子家庭の母や寡婦である。

パ－トタイム従業員については、６名を採用し、３月３１日現在で４名

が勤務している。

なお、常用の女性従業員の母子寡婦比率は、令和２年３月３１日現在で

６９．０％であり、女性全従業員では６４．５％である。

２ ひとり親家庭支援センターの事業

( ) 母子寡婦家庭の生活等に関する相談事業1

ⅰ) ひとり親家庭支援員による情報提供、就業相談等による就業・自立支

援

岡山県からの受託事業として実施しており、令和元年度のセンター開

所日数は、月１回の日曜開設も含め１９０日で、ひとり親家庭支援員に

よる情報提供、就業相談等による就業・自立支援を実施した。

相談件数は３６８件で、求職・転職等の相談が２０１件、家庭紛争、

離婚後の生活等に関する生活一般の相談が１１５件、保育所問題、子ど

もの教育等児童に係る相談が２７件、その他経済的支援等に関する相談

が２５件であった。

ⅱ) 就業支援セミナ－の開催

、 、令和２年２月１９日に 母子・父子自立支援員等３６名の参加を得て

県立図書館において就業支援セミナ－を開催し、㈱Ｏｒｂ(オーブ)代表



取締役 河井七美氏による「ひとり親だけど独りじゃない！支援を活用

して自立した未来を築こう！」と題した講演により、現状と課題、母子

家庭の母等からの相談、指導業務に必要な知識・能力の向上について学

習するとともに意見交換を行った。

ⅲ) 母子自立支援プログラムの策定

母子自立支援プログラムの策定については、児童扶養手当受給者等

１２名を対象に、ハローワークと連携しながらきめ細やかで継続的な自

立就労支援を行い、１０名が就職に至った。

ⅳ) 母子家庭等専門アドバイザ－事業の推進

母子家庭の母及び子、寡婦等からの生活上の問題について、弁護士に

よる無料相談を実施しており、令和元年度は３件の利用があった。内容

は、離婚に伴う面会交流、養育費、親権・慰謝料などであった。

( ) 母子寡婦家庭等に対する無料職業紹介事業2

国の承認を得て無料職業紹介所の運営を行っており、愛染会ホ－ムペ

－ジの活用や県市町村、職業安定所等の窓口にリーフレットを設置する

など、求人情報等の発信を行った。

令和元年度は２１名の母子家庭の母等に求人を紹介し、市町村等の母

子父子自立支援員と連携しながら１６名の就職が決まった。愛染会はそ

の内８名の母子家庭の母を採用した。

３ 母子寡婦団体への助成等を通じた母子寡婦家庭に対する福祉事業

県内の法人が行う母子寡婦家庭に対する自立支援、福祉活動等に対して

活動費の一部を助成しているが、令和元年度は （一財）岡山県母子寡婦、

福祉連合会から申請があり、交付選考委員会で審査を行い、助成金６５万

円を交付した。

Ⅲ【従業員研修】

従業員を対象に資質の向上等を図るため次の研修を行った。

１ 基礎研修

新規採用者を対象に採用の都度、清掃の基礎技術の習得と従業員として

の心構えを習得させるため１～２日間のⅠ期研修、採用１か月後のⅡ期研

修を随時実施した。

また、採用後１年未満の従業員１２名に対し、８月６日、７日に南部高

等技術専門校においてⅢ期研修を実施した。

２ 資質向上訓練

全従業員を対象にマナ－、知識、技術等の向上を目的として、次のとお

り研修を行った。



月 日 ８月２５日、９月１日、８日、１５日

場 所 岡山県庁９階大会議室

内 容 「事故（怪我・労災等 、嘔吐物処理、グループ作業によ）

る表面洗浄作業についての説明及び実習」

Ⅳ【各種講習会の受講等】

１ 労働安全衛生大会

(一社)岡山ビルメンテナンス協会主催の労働安全衛生大会が、令和２年

２月２０日に岡山商工会議所で開催され、５名が受講するとともに、労災

事故にかかる事例発表を行った。

Ⅴ【会 議】

愛染会を効率的かつ円滑に運営するために次の会議を開催した。

（法人会計事業関係）

１ 定例理事会を３回開催した。

、 。( ) 第１回定例理事会を５月１５日に開催 下記議題を付議し承認された1

・平成３０年度事業報告及び決算報告の件

・定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項等の件

・監事候補者の推薦の件

（報告事項）

・令和元年度契約状況について

・保有有価証券（特定資産）について

・評議員の退任について

( ) 第２回定例理事会を１１月７日に開催、職務執行状況を報告した。2

（報告事項）

・理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

、 。( ) 第３回定例理事会を３月１８日に開催 下記議題を付議し承認された3

・令和２年度事業計画の件

・令和２年度収支予算の件

（報告事項）

・理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

２ 評議員会を１回開催した。

定時評議員会を５月３０日に開催、下記事項を付議し承認された。

・議長選出の件

・平成３０年度計算書類等（決算報告「財務諸表 ）の承認及び監査報」

告の件

・評議員の解任の件

・監事の解任及び選任の件



（報告事項）

・平成３０年度事業報告の内容報告について

・令和元年度事業計画及び収支予算について

・令和元年度契約状況について

・投資有価証券（特定資産）について

３ 監査を１回開催した。

平成３０年度事業及び会計に関する監査が５月１５日、亀山・小坂両監

事により実施され、すべて適正に処理されている旨の報告があった。

（公益目的事業関係）

４ 職員例会の開催

毎週月曜日に事務所職員全員による定例会議を開催し、行事予定や連絡

事項及び懸案事項等の協議を行った。

５ 班長連絡会議

４月２６日に班長連絡会議を開催し、定期清掃計画や業務の効率化等に

ついて検討協議を行うとともに、各事業所の現状等について意見交換を行

った。

Ⅵ【公益法人届出等関係】

・令和元年６月２６日 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す

る法律第２２条第１項の規定による財産目録等

の提出

・令和２年３月２６日 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す

る法律第２２条第１項の規定による事業計画書

や収支予算書等の提出

Ⅶ【福利厚生事業】

従業員の福利厚生を目的に次の事業を実施した。

１ 定期健康診断の受診

健康管理のため従業員に健康診断を受診させ、会が助成した。

２ 永年勤続者の表彰

永年勤続者の労苦に報い功績を称えるため、表彰式を１１月２７日に実

施した。

３ 生活資金の低利融資

従業員の生活安定に資するため、低利の融資を実施した。

Ⅷ【公益目的事業会計・法人会計の概要】



公益目的事業会計の母子寡婦家庭の雇用促進及び雇用機会の確保事業であ

る「清掃事業」は、収入としてビルメンテナンス事業収入 211,172,929円、

雑収益 1,430,626円の計 212,603,555円であり、母子寡婦家庭の生活等に関

する相談事業等の「センタ－等事業」は、ひとり親家庭支援センタ－事業の

受託収入の 3,381,817円で、公益目的事業会計の経常収益は 215,985,372円

であった。

また、法人会計は、収入として基本財産受取利息 6,500円、投資有価証券

運用益 2,104,981円、雑収益 10,330円の計 2,121,811円であり、法人全体

での経常収益は 218,107,183円であった。

一方、公益目的事業会計の経常費用は 「清掃事業」が 211,842,791円で、

760,764円の黒字 「センタ－事業」が 5,511,983円で 2,130,166円の赤字と、

なり、公益目的事業会計では、1,369,402円の赤字となった。

法人会計は、経常費用が 2,932,537円で 810,726円の赤字となり、法人全

体で評価損益等調整前当期経常増減額は 2,180,128円の赤字となった。

、 、 、また 特定資産については 投資有価証券の評価損が 9,785,576円となり

法人全体で当期経常増減額は 11,965,704円の赤字となった。

これに経常外増減の増 159,565円を加え、当期一般正味財産増減額は、

11,806,139円の赤字となった。

令和元年度事業報告には 「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施、

行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重

要な事項」が存在しないので作成しない。

令和２年５月

公益財団法人 岡山県愛染会


